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図面の種

類

縮    尺

設計会社

名
施工会社

名

東日本高速道路株式会社　新潟支社

湯沢管理事務所

図　　示 

関 越 自 動 車 道

中 之 島 橋 床 版 取 替 設 計

万太郎沢橋

全体一般図（その3）
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。
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P1橋脚配筋図(その2)
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。
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  2. せん断補強鉄筋     は上面に半円形フック、下面に定着体を配置し、

※
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F
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8
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注)1. かぶりは、80mm以上を確保すること。

万太郎沢橋 P1橋脚配筋図(その3)

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1/125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

P1橋脚配筋図(その3)
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

注)

4) ☆ はエポキシ樹脂塗装鉄筋を示す。

機械式鉄筋定着工法数量表
鉄筋長(L) 0<L≦1m 1<L≦2m 2<L≦3m 3<L≦4m 4<L≦5m 5<L≦6m

D13 - - - - - -

D16 - 43 - - - -

D19 - - - - - -

D22 - - - - - -

D25 - 266 - - - -

小  計 - 309 - - - -

合　計 309

12φa

θ

φ R=5.5φ

φ

12φ

a

θ
R=3φ

10
φ

a

φ

θ

R=3φ

8φ以上

12cm以上

a R=3φ

鉄筋曲げ加工表

注) 曲げ半径(R=3φ、5.5φ)は鉄筋中心までの長さとする。

径
θ≦90°

R=3φ

θ＞90°

R=5.5φ

θ=45° θ=60° θ=90° θ=135°

a △L a △L a △L a △L

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

39

48

57

66

75

87

96

105

71.5

88  

104.5

121  

137.5

159.5

176  

192.5

92

113

134

155

177

205

226

247

96

119

141

164

185

215

237

260

82

100

119

138

157

182

201

220

53

66

78

91

103

119

132

144

61

75

89

104

118

137

151

165

17

21

25

28

32

37

41

45

56

69

82

95

108

125

138

151

3

4

5

5

6

7

8

8

C合計

鉄筋総質量

D22

D19

D16

D13

(SD345)
C

A合計

D29～D32

(SD345)
A

D13

種　別 合計(kg)

鉄筋集計表

D16

D19

D22

D25

D29

D32

小計

小計

D16～D25

775

-

-

-

646

181

-

827

775

43

10 985

-

-

43

-

D35 4 528

D25 -

普通鉄筋合計 6 130

普通鉄筋

D29～D32

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

小計

小計

379

-

2 795

-

-

188

-

2 983

379

D35 -

3 362

9 492

D16～D25

D16～D25

D22

D19

D16

D13

D16～D25

1 493

-

-

32

-

D25 1 418

普通鉄筋合計

1 450

普通鉄筋

エポキシ樹脂塗装鉄筋合計

エポキシ樹脂

エポキシ樹脂塗装鉄筋合計

塗装鉄筋

エポキシ樹脂
塗装鉄筋

鉄 筋 表
符号 径 長さ（mm） 本数 質量（kg） 摘要

☆ B  1 D32 7 650 6 6.23 47.7 286

☆ B  2 D16 17 1.56

☆ B  3 D16 2 1.56 9

※ B  4 D16 1 220 17 1.56 1.90 32

☆ B  5 D32 7 480 2 6.23 46.6 93

小 計

☆ S  1 D16 1 520 16 1.56 2.37 38

☆ S  2 D16 1 520 18 1.56 2.37 43

☆ S  3 D16 2 420 4 1.56 3.78 15

小 計 96 kg

C  1 D35 7 180 84 7.51 53.9 4 528

☆ C  2 D25 8 160 86 3.98 32.5 2 795

※ C  3 D25 1 340 266 3.98 5.33 1 418

小 計 8 741 kg

F  1 D32 5 190 24 6.23 32.3 775

F  2 D19 8 330 14 2.25 18.7 262

F  3 D19 4 310 24 2.25 9.70 233

F  4 D16 7 230 16 1.56 11.3 181

F  5 D19 4 350 6 2.25 9.79 59

F  6 D19 6 790 6 2.25 15.3 92

※ F  7 D16 1 050 26 1.56 1.64 43

小 計 1 645 kg

合 計

4 528 kg

1 154 kg

4 213 kg

646 kg

444 kg

10 985 kg

☆

(SD345) 合 計

D35

D32

D25

D19

D16

3 120 4.87 83

2 890 4.51

503 kg

万太郎沢橋 P1橋脚配筋図(その4)

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

- 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

P1橋脚配筋図(その4)
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※勾配調整コンクリートは、躯体と同等の材料を使用すること。
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コンクリート設計基準強度等使用区分 鉄筋種別
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 モルタル厚 H6 0.036

H7
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※勾配調整コンクリートは、躯体と一体で施工すること。

柱天端詳細図 S=1/75
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関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1/125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

万太郎沢橋 P2橋脚構造一般図

P2橋脚構造一般図

S=1/125
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☆

2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

注)

4) ☆ はエポキシ樹脂塗装鉄筋を示す。
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3  2. 中間帯鉄筋     は、帯鉄筋にかけ千鳥配置にすること。

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1/125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

P2橋脚配筋図(その1)

万太郎沢橋 P2橋脚配筋図(その1) S=1/125
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種　別 径 本　数 L ΣL

1 D32 1

2 D32 1

3 D32 1

平均長 6

2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

注)

4) ☆ はエポキシ樹脂塗装鉄筋を示す。

4 D32 1
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6 D32 1

R471

注) かぶりは90mm以上を確保すること。

4 967 7 317

5 440 7 790

5 478 7 828

7 645

5 478 7 828

5 440 7 790

4 967 7 317

1
0
24

L

1
0
24

15115
1

R=96 R=96

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1/125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

P2橋脚配筋図(その2)

万太郎沢橋 P2橋脚配筋図(その2) S=1/125
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

注)
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  2. せん断補強鉄筋     は上面に半円形フック、下面に定着体を配置し、

注)1. かぶりは、80mm以上を確保すること。

万太郎沢橋 P2橋脚配筋図(その3)

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1/125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

P2橋脚配筋図(その3)

S=1/125
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

1) ※ は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

・道路橋示方書・同解説（H29.11日本道路協会）
・機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

注)

4) ☆ はエポキシ樹脂塗装鉄筋を示す。

機械式鉄筋定着工法数量表
鉄筋長(L) 0<L≦1m 1<L≦2m 2<L≦3m 3<L≦4m 4<L≦5m 5<L≦6m

D13 - - - - - -

D16 - 43 - - - -

D19 - - - - - -

D22 - - - - - -

D25 - 280 - - - -

小  計 - 323 - - - -

合　計 323

12φa

θ

φ R=5.5φ

φ

12φ

a

θ
R=3φ

10
φ

a

φ

θ

R=3φ

8φ以上

12cm以上

a R=3φ

鉄筋曲げ加工表

注) 曲げ半径(R=3φ、5.5φ)は鉄筋中心までの長さとする。

径
θ≦90°

R=3φ

θ＞90°

R=5.5φ

θ=45° θ=60° θ=90° θ=135°

a △L a △L a △L a △L

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

39

48

57

66

75

87

96

105

71.5

88  

104.5

121  

137.5

159.5

176  

192.5

92

113

134

155

177

205

226

247

96

119

141

164

185

215

237

260

82

100

119

138

157

182

201

220

53

66

78

91

103

119

132

144

61

75

89

104

118

137

151

165

17

21

25

28

32

37

41

45

56

69

82

95

108

125

138

151

3

4

5

5

6

7

8

8

A合計

D29～D32

(SD345)
A

D13

種　別 合計(kg)

鉄筋集計表

D16

D19

D22

D25

D29

D32

小計

小計

775

-

-

-

646

181

-

827

775

D35 4 721

普通鉄筋合計 6 323

普通鉄筋

D29～D32

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

小計

小計

379

-

2 925

-

-

188

-

3 113

D35 -

エポキシ樹脂塗装鉄筋合計 3 492

エポキシ樹脂

9 815

D16～D25

D16～D25

C合計

鉄筋総質量

D22

D19

D16

D13

(SD345)
C

D16～D25

43

11 382

-

-

43

-

D25 -

D22

D19

D16

D13

D16～D25

1 567

-

-

32

-

D25 1 492

普通鉄筋合計

エポキシ樹脂塗装鉄筋合計 1 524

普通鉄筋

379

塗装鉄筋

エポキシ樹脂
塗装鉄筋

鉄 筋 表
符号 径 長さ（mm） 本数 質量（kg） 摘要

☆ B  1 D32 7 650 6 6.23 47.7 286

☆ B  2 D16 3 120 17 1.56 4.87 83

☆ B  3 D16 2 890 2 1.56 4.51 9

※ B  4 D16 1 220 17 1.56 1.90 32

☆ B  5 D32 7 480 2 6.23 46.6 93

小 計 503 kg

☆ S  1 D16 1 520 16 1.56 2.37 38

☆ S  2 D16 1 520 18 1.56 2.37 43

☆ S  3 D16 2 420 4 1.56 3.78 15

小 計 96 kg

C  1 D35 7 480 84 7.51 56.2 4 721

☆ C  2 D25 8 160 90 3.98 32.5 2 925

※ C  3 D25 1 340 280 3.98 5.33 1 492

小 計 9 138 kg

F  1 D32 5 190 24 6.23 32.3 775

F  2 D19 8 330 14 2.25 18.7 262

F  3 D19 4 310 24 2.25 9.70 233

F  4 D16 7 230 16 1.56 11.3 181

F  5 D19 4 350 6 2.25 9.79 59

F  6 D19 6 790 6 2.25 15.3 92

※ F  7 D16 1 050 26 1.56 1.64 43

小 計 1 645 kg

☆

☆

合 計

D35 4 721 kg

D32 1 154 kg

D25 4 417 kg

D19 646 kg

D16 444 kg

(SD345) 合 計 11 382 kg

万太郎沢橋 P2橋脚配筋図(その4)

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

- 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

P2橋脚配筋図(その4)
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P2橋脚（オープン掘削）

関越自動車道

万太郎沢橋基本詳細設計業務

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1/375 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

下部工土工図【参考図】（その3）

工事用進入路（盛土）

平面図

万太郎沢橋 下部工土工図【参考図】（その3）

A2橋台・P2橋脚施工時

S=1/375

※E-E断面およびF-F断面は、標準断面の橋脚ありと橋脚なしを示す。
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設計会社名
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事務所名
湯沢管理事務所

1/375 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

万太郎沢橋

東日本高速道路株式会社

下部工土工図【参考図】（その1）

平面図

万太郎沢橋 下部工土工図【参考図】（その1）

A1橋台・P1橋脚施工時

S=1/375

※E-E断面およびF-F断面は、標準断面の橋脚ありと橋脚なしを示す。
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大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関　越　自　動　車　道

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
湯沢管理事務所

1:125 図面番号

東日本高速道路株式会社

万太郎沢橋基本詳細設計
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平 面 図

万太郎沢橋 下部工分割図【参考図】

P1・P2橋脚

万太郎沢橋

下部工分割図
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